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東
日
本
大
震
災

か
ら

10
年
に
な

る
。
復
興
庁
が
昨

年
末
に
国
会
に
提

出
し
た
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復

興
の
状
況
に
関
す
る
報
告
」

に
よ
る
と
、
イ
ン
フ
ラ
の
復

旧
や
住
宅
整
備
が
ほ
ぼ
完
了

し
た
こ
と
で
、
地
震
・
津
波

被
災
地
域
は
「
復
興
の
総
仕

上
げ
の
段
階
に
あ
る
」
と
し

た
。
一
方
、
原
子
力
災
害
被

災
地
域
に
つ
い
て
は
中
長
期

的
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

現
状
は
「
復
興
・
再
生
が
本

格
的
に
始
ま
っ
た
段
階
」
と

し
て
い
る
▼
浪
江
町
の
請
戸

漁
港
は
沿
岸
漁
業
の
基
地

で
、
春
は
イ
カ
ナ
ゴ
や
メ
バ

ル
、
夏
は
ス
ズ
キ
、
秋
は
ヒ

ラ
メ
、
冬
は
カ
レ
イ
や
寒
ブ

リ
、
今
の
季
節
だ
と
シ
ラ
ウ

オ
が
獲
れ
る
豊
か
な
漁
場
だ

っ
た
。
浪
江
町
請
戸
地
区
は

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か

ら
近
く
、
大
震
災
で
は
大
津

波
に
飲
み
込
ま
れ
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
▼
２
年
前
の

３
月
に
、
震
災
犠
牲
者
の
慰

霊
碑
が
あ
る
浪
江
町
の
大
平

山
に
行
っ
た
。
そ
こ
か
ら
海

側
を
臨
む
と
、
震
災
前
は
集

落
だ
っ
た
土
地
は
更
地
に
な

っ
て
い
た
。
そ
の
更
地
に
は

新
し
い
道
が
作
ら
れ
、
漁
港

の
再
建
工
事
の
た
め
に
ト
ラ

ッ
ク
が
行
き
交
っ
て
い
た
▼

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
進
ん
だ

が
、
漁
業
復
活
に
向
け
た
戦

い
は
続
い
て
い
る
。
一
番
の

問
題
は
安
全
性
に
対
す
る
風

評
被
害
だ
。
福
島
県
漁
連
は

県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
安
全

が
確
認
さ
れ
た
魚
種
に
限
定

し
た
試
験
操
業
を
行
う
こ
と

で
安
心
安
全
な
魚
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
き
た
が
、
こ
の

方
法
で
は
漁
獲
量
が
震
災
前

の
２
割
以
下
に
し
か
な
ら
な

い
た
め
、
３
月
末
で
試
験
操

業
を
終
了
し
て
本
格
操
業
に

移
行
し
て
い
く
方
針
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
▼
大
手
ス
ー

パ
ー
の
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

は
、
２
０
１
８
年
か
ら
複
数

の
店
舗
で
福
島
産
の
鮮
魚
を

販
売
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
風
評
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
福
島
の
お
い

し
い
魚
を
食
べ
る
こ
と
が
被

災
地
の
応
援
に
な
る
。

主な記事

◆20年雪害事故ゼロ達成
　北海道の雪害事故が2020
年はゼロを達成した。今冬
も２月20日時点で雪害事故
はなく、事業者の努力の成
果が表れた。　　　　３面
◆ＬＰガス発電機７台導入
　青森県三戸町の老人保健
施設が災害対応バルクと非
常用ＬＰガス発電機を導入
した。施設内の電力をすべ
て賄えるよう発電機を７台
設置した。　　　　　３面
◆特集／料金を完全回収
　集合住宅のガス料金の完
全回収に強い味方が登場す
る。東洋計器が４月にリリ
ースする「プリペイドサー
ビス」だ。ＩｏＴ－Ｒを通
じてメーターと連動し、ガ
ス利用者は入金分だけガス
を使用できる。　　　５面
◆地域脱炭素化に提言
　鳥取ガスの児嶋太一社長
は２月16日、ウェブ会議で
開かれた小泉進次郎環境大
臣による「国・地方脱炭素
実現会議における地域脱炭
素ロードマップ策定に係る
ヒヤリング」に出席、地域
での再生可能エネルギーな
どについて語った。　８面

サウジＣＰ推移
（単位 ：㌦／㌧）

2019年 2020年 2021年
プロパン ブタン プロパン ブタン プロパン ブタン

１月 430 420 565 590 550 530
２月 440 470 505 545 605 585
３月 490 520 430 480 625 595
４月 515 535 230 240
５月 525 530 340 340
６月 430 415 350 330
７月 375 355 360 340
８月 370 360 365 345
９月 350 360 365 355
10月 420 435 375 380
11月 430 445 430 440
12月 440 455 450 460

平均 434.58 441.67 397.08 403.75 593.33 570.00

前年比 -107.50 -97.50 -37.50 -37.92 － －

４
月
始
動
の
ア
イ
シ
ン

吉
田
守
孝
氏
が

新
社
長
に
内
定

　
４
月
１
日
に
新
生
ス
タ
ー

ト
す
る
ア
イ
シ
ン
の
新
社
長

に
吉
田
守
孝
・
豊
田
中
央
研

究
所
代
表
取
締
役
会
長
が
内

定
し
た
。
ア
イ
シ
ン
精
機
を

存
続
会
社
と
し
、
ア
イ
シ
ン

・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
を
消
滅

会
社
と
し
て
経
営
統
合
し
、

ア
イ
シ
ン
が
誕
生
す
る
。
６

月
開
催
の
株
主
総
会
後
に
正

式
決
定
す
る
。

　
伊
勢
清
貴
・
ア
イ
シ
ン
精

機
社
長
は
取
締
役
副
会
長
に

昇
任
、
同
副
社
長
執
行
役
員

に
伊
藤
慎
太
郎
・
ア
イ
シ
ン

精
機
執
行
役
員
と
鈴
木
研
司

・
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ

リ
ュ
取
締
役
副
社
長
が
選
任

さ
れ
る
予
定
。

　
吉
田
守
孝
（
よ
し
だ
・
も

り
た
か
）
氏
　
１
９
８
０
年

４
月
ト
ヨ
タ
自
動
車
入
社
、

２
０
０
９
年
４
月
常
務
役

員
、
14
年
４
月
専
務
役
員
、

18
年
１
月
副
社
長
、
20
年
４

月
豊
田
中
央
研
究
所
顧
問
、

20
年
６
月
取
締
役
会
長
、
１

９
５
７
年
７
月
12
日
生
ま

れ
、
63
歳
。

Ｊ 

Ｇ 

Ｅ

新
社
長
に
大
浜
氏

　
ジ
ャ
パ
ン
ガ
ス
エ
ナ
ジ
ー

（
本
社
・
東
京
、
吉
田
正
俊

社
長
）
は
２
月
26
日
、
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
執
行
役
員
東
北
支
店

長
の
大
浜
健
氏
が
４
月
１
日

付
で
社
長
に
就
任
す
る
人
事

を
発
表
し
た
。
吉
田
正
俊
社

長
は
同
日
付
で
退
任
す
る
。

　
大
浜
健
（
お
お
は
ま
・
た

け
し
）
氏
　
１
９
８
５
年
３

月
早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
。

同
年
４
月
共
同
石
油
入
社
、

２
０
１
４
年
６
月
Ｊ
Ｘ
日
鉱

日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
沖
縄
支
店

長
、
16
年
１
月
Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル

ギ
ー
沖
縄
支
店
長
、
17
年
４

月
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ
ー
執

行
役
員
東
北
支
店
長
、
20
年

６
月
か
ら
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
執
行

役
員
東
北
支
店
長
。
１
９
６

２
年
12
月
14
日
生
ま
れ
、
58

歳
。
東
京
都
出
身
。

東 

邦 

ガ 

ス

増
田
氏
が
新
社
長
に

　
東
邦
ガ
ス
は
２
月
26
日
の

取
締
役
会
で
増
田
信
之
取
締

役
専
務
執
行
役
員
を
社
長
に

内
定
し
た
。
６
月
下
旬
に
開

く
定
時
株
主
総
会
後
に
正
式

決
定
す
る
。

　
冨
成
義
郎
社
長
は
代
表
取

締
役
会
長
に
就
き
、
安
井
香

一
会
長
は
相
談
役
に
就
任
す

る
。

　
増
田
信
之
（
ま
す
だ
・
の

ぶ
ゆ
き
）
氏
　
名
古
屋
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
修
了
。

１
９
８
６
年
４
月
東
邦
ガ
ス

入
社
。
２
０
０
８
年
技
術
部

長
、
09
年
生
産
計
画
部
長
、

14
年
供
給
管
理
部
長
な
ど
を

経
て
、
19
年
６
月
取
締
役
常

務
執
行
役
員
Ｒ
＆
Ｄ
・
デ
ジ

タ
ル
本
部
長
兼
生
産
本
部
長

委
嘱
、
20
年
６
月
東
京
支
社

事
業
開
発
担
当
兼
Ｒ
＆
Ｄ
・

デ
ジ
タ
ル
本
部
長
兼
生
産
本

部
長
委
嘱
。
岐
阜
県
出
身
。

１
９
６
１
年
９
月
22
日
生
ま

れ
、
59
歳
。

　
金
沢
市
（
山
野
之
義
市

長
）
は
、
２
０
２
２
年
４
月

１
日
を
譲
渡
日
と
定
め
た
都

市
ガ
ス
と
発
電
の
両
事
業
を

譲
渡
す
る
優
先
交
渉
権
者
と

し
て
北
陸
電
力
（
本
社
・
富

山
市
、
金
井
豊
社
長
）
や
東

邦
ガ
ス
（
本
社
・
名
古
屋

市
、
冨
成
義
郎
社
長
）
な
ど

６
社
で
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ

を
選
定
し
た
。
設
定
し
た
最

低
譲
渡
価
格
１
８
６
億
円
に

対
し
、
同
グ
ル
ー
プ
は
３
０

０
億
円
を
提
示
。
地
域
重
視

の
発
想
が
前
面
に
出
た
経
営

戦
略
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど

東
邦
ガ
ス
な
ど
６
社
グ
ル
ー
プ

金
沢
市
が
優
先
者
決
定

ガス・発電
事業譲渡

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
実
現

に
向
け
、
従
来
通
り
石
油
・

天
然
ガ
ス
の
安
定
供
給
を
確

保
し
、
資
源
・
燃
料
政
策
の

対
象
を
水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア

な
ど
の
脱
炭
素
燃
料
に
も
拡

張
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
に
も
留
意
し
な
が
ら
、

官
民
の
連
携
で
多
国
間
の
枠

組
み
を
通
じ
た
国
際
ル
ー
ル

の
形
成
や
資
源
需
要
国
に
対

す
る
脱
炭
素
技
術
の
支
援
な

ど
包
括
的
な
資
源
外
交
を
推

進
す
る
。

　
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

査
会
資
源
・
燃
料
分
科
会

（
分
科
会
長
＝
隅
修
三
・
東

京
海
上
日
動
火
災
保
険
相
談

役
）
が
３
日
に
開
い
た
第
31

回
会
合
で
、
資
源
・
燃
料
政

策
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
南
亮
・
エ
ネ
庁
資
源
・
燃

料
部
長
は
「
Ｇ
７
の
一
員
と

し
て
Ｃ
Ｎ
を
推
進
す
る
と
い

う
意
気
込
み
に
加
え
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
Ｃ
Ｎ
達
成
の

コ
ス
ト
を
低
減
す
る
こ
と
、

国
内
外
の
分
業
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
極
め
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
述
べ
た
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
「
最
後

の
砦
」
と
し
て
、
緊
急
時
に

も
対
応
で
き
る
強
靱
な
供
給

体
制
確
保
の
重
要
性
を
再
確

認
。
備
蓄
日
数
を
維
持
し
、

中
核
充
填
所
と
需
要
サ
イ
ド

の
燃
料
備
蓄
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
収
益
力
向
上
に
資

す
る
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の

導
入
、
グ
リ
ー
ン
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
社
会
実
装
に
向
け
た
産
業

界
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す

る
。

　
委
員
の
小
笠
原
剛
・
日
本

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
会
長
は
「
調

達
多
様
化
に
加
え
、
備
蓄
も

含
め
た
供
給
体
制
が
整
っ
て

お
り
、
長
期
保
存
が
で
き
る

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

多
く
の
利
点
を
持
っ
て
い
る

の
が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」
と
強
調
。

避
難
所
へ
の
Ｇ
Ｈ
Ｐ
や
災
害

バ
ル
ク
の
導
入
に
よ
る
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
対
応
を
進
め
な
が

ら
、
グ
リ
ー
ン
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の

生
産
技
術
開
発
に
も
意
欲
を

示
し
た
う
え
で
、「
道
の
り

は
平
坦
で
は
な
い
が
、
業
界

の
英
知
を
結
集
し
て
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
」

と
表
明
し
た
。

　
澤
田
栄
一
・
全
国
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
理
事
は
「
現
状
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し

つ
つ
、
太
陽
光
や
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
、
蓄
電
池
と
の
併
用

が
、
自
立
型
で
災
害
に
も
強

く
、
効
率
が
高
い
。
カ
ー
ボ

ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
も
各
家
庭
か

ら
徴
収
す
る
こ
と
が
可
能

だ
」
と
述
べ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
先
鋭
的
な

脱
炭
素
政
策
を
進
め
る
欧
州

へ
の
牽
制
と
し
て
、
日
本
が

核
と
な
っ
て
ア
ジ
ア
規
模
の

地
域
組
織
を
立
ち
上
げ
、
各

国
の
声
を
集
約
、
発
信
す
べ

き
と
の
提
案
が
出
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
産
業
構
造
の

転
換
に
伴
う
雇
用
移
動
や
資

産
の
活
用
、
消
費
者
意
識
の

啓
発
に
配
慮
を
求
め
る
意
見

も
あ
っ
た
。

資
源
・
燃
料
分
科
会 

安
定
供
給
維
持
へ

Ｃ
Ｎ
推
進
も
重
要
性
不
変

ＬＰガス

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
市
場
と
し
て
成

長
が
期
待
さ
れ
る
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
へ
の
日
本
企
業
の
進

出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
目
的

で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
振
興
セ
ン
タ

ー
は
３
日
、
第
１
回
ア
ジ
ア

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２

１
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開

い
た
。

　
ア
ジ
ア
で
の
事
業
展
開
で

実
績
を
上
げ
て
い
る
サ
イ
サ

ン
（
本
社
・
さ
い
た
ま
市
、

川
本
武
彦
社
長
）
と
Ｉ
・
Ｔ

・
Ｏ
（
本
社
・
東
大
阪
市
、

内
海
二
郎
社
長
）
の
日
本
企

業
２
社
、
伊
藤
忠
商
事
・
伊

藤
忠
エ
ネ
ク
ス
と
組
ん
で
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
普
及
に
取
り
組
む
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
イ
ス
ラ
Ｌ
Ｐ
Ｇ

（
ル
ー
ベ
ン
・
マ
リ
オ
・
Ａ

・
ド
ミ
ン
ゴ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
計

３
社
が
取
り
組
み
事
例
を
講

演
し
た
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
岩
井
清

祐
理
事
長
は
「
目
指
す
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
に

も
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
信
頼
さ
れ
選

択
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

る
に
は
品
質
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
ス
の
整
備
、
保
安
の
仕

組
み
の
ア
ジ
ア
規
模
で
の
整

備
が
必
要
だ
」
と
述
べ
、
日

本
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の
役
割

の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
資
源

・
燃
料
部
の
橋
爪
優
文
企
画

官
は
歓
迎
あ
い
さ
つ
で
「
日

本
の
保
安
技
術
、
省
エ
ネ
ガ

ス
機
器
、
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ

ー
を
介
し
た
遠
隔
監
視
シ
ス

テ
ム
を
各
国
へ
提
供
す
る
こ

と
で
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
多
く
の
事
業
者
に
ア

ジ
ア
へ
目
を
向
け
て
も
ら
え

れ
ば
幸
い
だ
」
と
述
べ
た
。

　
サ
イ
サ
ン
は
ア
ジ
ア
９
カ

国
で
事
業
展
開
し
て
い
る

が
、
新
堀
俊
幸
海
外
事
業
部

部
長
は
講
演
で
、
石
炭
国
の

モ
ン
ゴ
ル
で
日
本
と
の
二
国

間
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
（
Ｊ
Ｃ

Ｍ
）
を
活
用
し
、
中
小
工
場

や
学
校
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
イ
ラ

ー
へ
の
転
換
を
通
じ
た
大
気

汚
染
防
止
と
環
境
保
全
へ
の

貢
献
事
業
を
取
り
上
げ
た
。

　
韓
国
、
中
国
を
含
む
海
外

ア
ジ
ア
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

セ
ミ
ナ
ー
初
開
催 

先
行
事
例
を
紹
介

日
本
企
業
の
現
地
進
出
支
援

６
カ
国
に
進
出
中
の
Ｉ
・
Ｔ

・
Ｏ
の
内
海
由
輝
子
執
行
役

員
海
外
事
業
部
長
は
「
海
外

で
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
機
器
の

使
わ
れ
方
が
国
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
」
と
し
、
参
考
事
例

と
し
て
▽
中
国
の
レ
ス
ト
ラ

ン
▽
タ
イ
の
業
務
用
施
設
▽

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
製
缶
工
場
▽

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
タ
イ
ル
製
造

工
場
▽
ベ
ト
ナ
ム
の
ワ
イ
ヤ

ー
工
場
と
高
級
住
宅
団
地

―
を
取
り
上
げ
た
。

　
イ
ス
ラ
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
ド
ミ
ン

ゴ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
よ
る
と
、
７
千

超
の
島
嶼
国
家
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
成
長
率
は
16
～

20
年
に
平
均
３
・
６
％
伸
長

し
、
20
年
需
要
量
が
１
６
６

万
㌧
と
な
っ
た
。
21
年
以
降

は
年
率
６
～
９
％
増
が
見
込

ま
れ
、
ル
ソ
ン
、
ビ
サ
ヤ
、

ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
主
要
３
島
の

低
温
・
高
圧
な
ど
の
供
給
イ

ン
フ
ラ
整
備
も
追
い
つ
き
、

25
年
時
点
で
最
大
２
５
５
万

㌧
市
場
に
成
長
し
て
い
る
だ

ろ
う
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
伊
藤
忠
グ
ル
ー
プ

や
現
地
の
日
本
企
業
に
つ
い

て
「
日
本
企
業
は
価
格
だ
け

で
な
く
、
安
全
性
、
信
頼
性

を
価
値
と
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
と
手
を
取
り
合
っ
て
成
長

を
手
伝
っ
て
く
れ
る
」
と
評

価
し
た
。

　
商
船
三
井
は
１
日
、
イ
ン

ド
法
人
の
Ｍ
Ｏ
Ｌ
シ
ッ
ピ
ン

グ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

イ
ン
ド
水
路
局
（
Ｉ
Ｗ
Ａ

Ｉ
）
と
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
河
川
輸
送

に
関
し
、
２
月
25
日
に
覚
書

を
結
ん
だ
と
明
ら
か
に
し

た
。「
２
年
前
か
ら
イ
ン
ド

政
府
、
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｉ
や
関
係
各

署
と
協
議
を
重
ね
て
き
た
結

果
、
今
回
の
覚
書
の
締
結
に

至
っ
た
」（
メ
デ
ィ
ア
広
報

チ
ー
ム
）。

　
計
画
ル
ー
ト
は
①
国
定
水

路
１
＝
ガ
ン
ジ
ス
川
沿
い
北

部
ウ
ッ
タ
ラ
プ
ラ
デ
シ
ュ
州

～
東
部
西
ベ
ン
ガ
ル
州
ハ
ル

デ
ィ
ア
間
②
同
２
＝
イ
ン
ド

北
東
部
州
～
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
―
―
が
挙
が
っ
て
い
る
と

い
う
が
、
具
体
的
な
輸
送
方

法
に
つ
い
て
「
覚
書
の
守
秘

義
務
に
抵
触
す
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
回
答
を
控
え

る
」（
同
）
と
し
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
政
府
は
燃
料
の
長

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
河
川
輸
送
で

イ
ン
ド
水
路
局
と
覚
書

商船三井

期
的
な
需
要
に
対
応
し
、
輸

送
時
の
コ
ス
ト
と
Ｃ
Ｏ

を

削
減
す
る
た
め
、
２
０
１
９

年
２
月
に
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｉ
と
イ
ン

ド
石
油
公
社
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
が

国
定
水
路
で
の
燃
料
供
給
イ

ン
フ
ラ
の
共
同
整
備
で
覚
書

を
結
ん
で
い
た
。

　
イ
ン
ド
石
油
天
然
ガ
ス
省

に
よ
る
と
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
２

・
５
万
事
業
者
か
ら
２
・
９

億
件
に
供
給
さ
れ
て
い
る

（
２
月
１
日
時
点
）。
モ
デ

ィ
政
権
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
普
及
策

の
効
果
で
16
～
19
年
は
年
平

均
15
・
７
％
増
の
高
い
伸
び

を
示
し
、
20
年
に
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
５
・
０
％
増
に

下
が
っ
た
も
の
の
、
堅
調
な

成
長
が
続
い
て
い
る
。

　
20
年
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消
費
量

は
２
６
３
３
万
㌧
（
前
年
比

５
・
８
％
増
）
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

輸
送
は
、
６
割
が
ト
ラ
ッ
ク

主
体
の
陸
上
輸
送
と
さ
れ
て

い
る
。

　
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ
が
２
月

28
日
発
表
し
た
３
月
Ｃ
Ｐ
は

プ
ロ
パ
ン
が
前
月
比
20
㌦
高

の
６
２
５
㌦
、
ブ
タ
ン
が
同

10
㌦
高
の
５
９
５
㌦
と
な
っ

た
。
Ａ
Ｌ
原
油
対
比
は
プ
ロ

パ
ン
１
２
３
・
24
％
（
前
月

１
３
３
・
97
％
）、
ブ
タ
ン

１
３
１
・
34
％
（
同
１
１
８

・
96
％
）
と
引
き
続
き
等
価

を
超
え
た
。

　
輸
入
関
係
者
に
よ
る
と
、

ア
ジ
ア
市
場
の
価
格
上
昇
の

主
な
要
因
は
▽
米
国
の
異
例

Ａ
Ｌ
比
は
引
き
続
き
等
価
超
え

Ｐ
20
㌦
高
の
625
㌦
に

３月ＣＰ

の
寒
波
に
伴
う
生
産
や
船
積

み
の
遅
れ
▽
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム

コ
の
３
月
タ
ー
ム
供
給
量
の

削
減
▽
中
国
の
石
油
化
学
需

要
増
加

―
の
３
点
。

　
３
月
積
み
の
Ｐ
Ｂ
均
等
積

み
が
キ
ャ
ン
セ
ル
、
ま
た
は

延
期
が
発
生
し
た
も
よ
う
。

　
プ
ロ
ピ
レ
ン
の
ア
ジ
ア
価

格
が
上
が
る
な
か
、
中
国
で

は
生
産
装
置
で
あ
る
Ｐ
Ｄ
Ｈ

（
プ
ロ
パ
ン
脱
水
素
）
装
置

が
定
期
修
理
の
時
期
に
あ
る

設
備
が
あ
る
が
、
市
況
上
昇

に
併
せ
て
稼
働
を
継
続
。
原

料
と
な
る
プ
ロ
パ
ン
の
需
要

が
増
え
て
い
る
。

　
一
方
で
商
業
用
な
ど
の
利

用
が
減
る
こ
と
で
、
Ｐ
Ｂ
均

等
積
み
の
買
い
が
中
国
・
イ

ン
ド
で
弱
く
な
っ
て
お
り
、

ブ
タ
ン
が
プ
ロ
パ
ン
に
比
べ

て
需
給
が
緩
く
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　
Ｃ
Ｐ
ス
ワ
ッ
プ
４
月
限
は

１
日
、
プ
ロ
パ
ン
５
７
４
㌦

を
つ
け
、
夏
場
に
向
け
て
先

安
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
振
興
セ
ン
タ
ー
（
岩
井
清
祐
理
事
長
）
は
２
～
３

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
国
際
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
い
た
。

初
日
の
２
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は

基
調
講
演
で
原
油
価
格
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
生
産
や
輸
出
量

を
左
右
す
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。
日
本
勢
は
足
元
が
厳
し
い
需

要
環
境
に
あ
る
半
面
、
国
際
社
会
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
持
続
可

能
な
在
り
方
へ
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

「
多
様
性
と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ

ー
で
岩
井
理
事
長
は
、
コ
ロ
ナ
影
響
に
加
え
て
脱
炭
素
気
運
の
高

ま
り
に
よ
る
電
化
や
再
生
エ
ネ
の
台
頭
を
指
摘
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ
Ｎ
）
社
会
で
も
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
新
た
な
挑
戦
が
重
要
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。

コロナと脱炭素時代に挑戦
振
興
セ
ン
タ
ー オンライン「ＬＰガス国際セミナー」

　
２
０
２
０
年
は
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
関
連
し
た
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
と
、
油
価
下
落
は
生

産
、
消
費
、
貿
易
の
成
長
を

押
し
下
げ
る
原
因
と
な
っ

た
。
「
世
界
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
市

場
の
概
況
」
と
題
し
て
基
調

講
演
し
た
ポ
ー
テ
ン
＆
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
社
（
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
）
の
シ
ャ
ン
タ
ヌ
・
ビ
ュ

シ
ャ
ン
・
ク
マ
ー
ル
氏
は

「
21
年
に
も
影
響
を
与
え
続

け
る
可
能
性
が
あ
る
。
設
備

投
資
の
削
減
で
、
生
産
や
輸

出
が
減
少
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
石
油
価
格
が
米
国
中
東

の
生
産
、
輸
出
回
復
の
カ
ギ

と
な
る
だ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
、

特
に
中
国
、
イ
ン
ド
と
い
っ

た
国
々
が
需
要
の
中
心
と
な

る
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　
パ
ナ
マ
運
河
の
Ｖ
Ｌ
Ｇ
Ｃ

の
通
航
予
約
ル
ー
ル
変
更
に

も
言
及
。
関
係
者
の
事
前
予

約
に
伴
い
影
響
は
22
年
以
降

に
な
る
と
し
た
が
、
米
国
と

ア
ジ
ア
の
貿
易
が
好
調
を
続

け
た
場
合
は
待
機
時
間
が
増

加
す
る
可
能
性
も
指
摘
。

「
パ
ナ
マ
運
河
が
Ｖ
Ｌ
Ｇ
Ｃ

の
船
主
に
と
っ
て
は
恩
恵
で

も
あ
り
呪
い
で
も
あ
る
」
と

の
表
現
を
使
っ
て
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
調
整
の
難
し
さ
を
説

明
し
た
。

　
橋
爪
優
文
・
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
資
源
・
燃
料
部
石
油

流
通
課
企
画
官
は
講
演
で

「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
19
が
日
本
の

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
産
業
に
与
え
た
影

響
は
極
め
て
大
き
い
」
と
指

摘
。
19
年
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
国
内

需
要
は
お
よ
そ
１
４
０
０
万

㌧
だ
っ
た
が
、
20
年
は
１
２

０
０
万
㌧
ま
で
減
少
す
る
見

通
し
を
示
し
た
。
「
感
染
抑

制
の
な
か
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業

を
い
か
に
継
続
し
て
い
く
か

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
テ
ー

マ
」
と
述
べ
、
脱
炭
素
社
会

に
向
け
た
取
り
組
み
も
求
め

ら
れ
て
く
る
と
し
た
。

　
小
笠
原
剛
・
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
会
会
長
は
、
日
協
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
の
な

か
で
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
領
域
で

貢
献
で
き
る
領
域
と
し
て

「
⑦
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な

に
　
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」

「
⑨
産
業
と
技
術
革
新
の
基

盤
を
つ
く
ろ
う
」
「
⑪
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
」
「
⑬
気
候
変
動
に
具
体

次
代
睨
み
存
在
価
値
向
上

岩井清祐理事長

的
な
対
策
を
」

―
の
四
つ

に
着
目
し
た
と
説
明
。
プ
ロ

パ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
イ
オ
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
な
ど
新
た
な
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
研
究
会

も
立
ち
上
げ
た
こ
と
を
紹
介

し
た
。

　
中
東
産
ガ
ス
国
か
ら
唯
一

の
参
加
と
な
っ
た
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ム
コ
社
は
ア
リ
ー
・
ア
ラ

ム
氏
が
「
変
化
に
対
す
る
潜

在
能
力
」
と
題
し
て
講
演
。

19
年
８
月
に
石
油
関
連
施
設

が
攻
撃
を
受
け
た
が
、
11
日

後
に
は
生
産
を
回
復
さ
せ
た

な
ど
自
国
の
回
復
力
を
ア
ピ

ー
ル
。
昨
年
、
日
本
に
向
け

て
ブ
ル
ー
ア
ン
モ
ニ
ア
を
輸

送
し
た
こ
と
も
紹
介
し
、
持

続
可
能
な
社
会
の
構
築
の
牽

引
に
も
意
欲
を
示
し
た
。

を
含
め
た
出
資
者
が
多
岐
に

わ
た
り
市
民
と
円
滑
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
で

き
る
点
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

　
同
市
は
ガ
ス
事
業
・
発
電

事
業
譲
渡
に
関
す
る
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
、

２
者
か
ら
の
応
募
提
案
を
審

査
し
た
。
第
一
次
審
査
で
の

参
加
資
格
要
件
の
確
認
を
経

て
、
金
沢
市
ガ
ス
事
業
・
発

電
事
業
譲
渡
先
選
定
委
員
会

が
応
募
提
案
書
類
と
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
第
二

次
審
査
（
提
案
審
査
）
を
行

い
、
決
定
し
た
。

　
優
先
交
渉
権
者
は
北
陸
電

力
を
代
表
企
業
と
す
る
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
で
東
邦
ガ
ス
、

北
國
銀
行
（
本
社
・
金
沢

市
、
杖
村
修
司
社
長
）、
北

國
新
聞
社
（
同
、
温
井
伸
社

長
）、
松
村
物
産
（
同
、
松

村
俊
一
社
長
）、
小
松
ガ
ス

（
本
社
・
小
松
市
、
和
田
学

社
長
）
で
構
成
。
協
力
会
社

と
し
て
北
菱
電
興
（
本
社
・

金
沢
市
、
小
倉
一
郎
社
長
）

と
米
沢
電
気
工
事
（
同
、
上

田
学
社
長
）
の
２
社
が
同
事

業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
金
沢
市
は
３
～
４
月
に
基

本
協
定
の
締
結
へ
向
け
た
協

議
を
行
っ
た
後
、
優
先
交
渉

権
者
が
５
月
に
設
立
予
定
の

新
会
社
と
、
同
月
に
仮
譲
渡

契
約
を
行
う
予
定
。


